
情報を「つなぐ」力で
サーキュラーエコノミーを

支援する

資源を循環させながら利用し、「廃棄物・汚染・無駄」を生み出さな
い経済システム「サーキュラーエコノミー」。これまでの「使い捨て」
や「リサイクル」に代わる新たな考え方として、日本企業でも着目さ
れることが多くなってきました。サーキュラーエコノミーの目的や、
その実現に向けてIT が果たせる役割、現在のトレンドなどについて、
サーキュラーエコノミー・ジャパン代表理事の中石和良氏とインテ
ックの2人の常務執行役員が語り合いました（文中敬称略）。
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循環型経済の必要性

泉：SDGs*1、ESG*2に並んで、サーキュラー
エコノミーという言葉を目にすることが多く
なってきました。日本でサーキュラーエコノ
ミーが注目されるようになった背景はどの
ようなものでしょうか。
中石：もともと日本は環境先進国と言われ、
早くから環境問題に取り組んできました。
1999 年には循環型社会形成推進基本法 *3

が制定されています。そこで定められたのは、
企業、自治体、生活者が少しずつ負担（損）
をしながらリサイクルするという枠組みで
した。そこからリサイクルや環境対策はお金
にならないという考えが広がり、それまでの
世界でも先進的な環境対策への取り組みを
捨ててしまったのです。
飯沼：近年は、日本企業や社会は環境への
対応が遅れているという話も聞くようになっ
ていますね。
中石：おっしゃるとおりですね。日本で環境
に対する技術開発や機器導入が置き去りに
されている間に、欧州や米国、中国などは、
環境はビジネスチャンスになると考え、賭け
に出ました。その文脈で、欧米のグローバル
有力企業が SDGsを積極的に推し進めまし
た。地球の持続可能性を高める産業分野が
大きなマーケットになるという目論見から、
企業が主導したという側面もあります。

　これに最も素早く反応したのが世界の投
資家や金融機関でした。地球が持続不可能
になると企業も持続不可能になり、投資家
は収益が得られなくなります。企業の収益か
らリターンを得ている投資家がESG投資 *4

に一気に動きました。すでに世界の投資金
額の3分の1以上がESG投資になっており、
世界最大の資産運用会社であるブラック
ロックは、2025 年には ESG 投資がさらに
倍増するという予想をしています。サステナ
ビリティに取り組む企業しか資金を調達で
きなくなり、対応しないと製品やサービスが
売れないという状況が加速しそうです。
泉：日本が躊躇しているうちに、世界経済は
ESGにシフトしているということですね。
中石：さらに、欧米や中国では環境に対する
規制罰則や課税を打ち出してきています。そ
うした中でようやく本格的な環境への対応
が始まったというのが日本の現状で、サー
キュラーエコノミーが注目されるようになっ
たのも、こうした背景からでしょう。
泉：日本企業は、投資家の動向や規制など
の外部圧力によって動き出しているという
ことでしょうか。
中石：そういう側面が大きいです。日本と欧
米中国の企業の違いがここにありそうです。
諸外国では、問題や課題があるところにこそ
ビジネスチャンスがあると考え、客観的に状
況を受け入れて新しいマーケットを作る方向
に向かいます。しかし、日本企業は課題にぶ
つかると思考停止してしまうことが少なくあ
りません。今は、外圧によって日本企業も環
境問題やサーキュラーエコノミーを意識せ
ざるをえなくなってきたという段階でしょう。

人 の々ウェルビーイング	
こそが目的

飯沼：ここまでサーキュラーエコノミーを前
提に話をしてきましたが、改めてサーキュ
ラーエコノミーとはどういうものか、リデュー
ス（Reduce）、リユース（Reuse）、リサイク
ル（Recycle）による「3R」とは何が違うのか、
説明していただけますか。
中石：日本人の大半がイメージしている「循
環型社会」や「3R」とは、循環型社会形成推

＊1　SDGs
「Sustainable Development 
Goals（持続可能な開発目標）」の
略称。2015 年の「国連持続可能
な開発サミット」で採択されたアジェ
ンダに記載された国際目標。2030
年に向けた人間、地球及び繁栄の
ための行動計画の目標として、貧困
や飢餓、健康、福祉、教育、ジェン
ダー平等、持続可能性、平和など、
17のゴールが定められている。

＊2　ESG
Environment（環境）、Social（社
会）、Governance（ガバナンス）の
頭文字を合わせた言葉。この3つ
の要素は、財務には表れない企業
価値を測る指標として利用されてい
る。

＊ 3　循環型社会形成推進基本
法
廃棄物抑制（リデュース）、資源の循
環的な利用促進（リユース、リサイク
ル）、循環的な利用が行われないも
のの適正な処分を目的に、循環型
社会の基本的な枠組みを定めてい
る。2000年公布、2001年施行。

＊4　ESG投資
ESGに配慮した企業に対する投資。
2006 年に国連が提唱した「国連
責任投資原則（PRI）」は投資家に
ESG投資を求めて以降、世界で拡
大し続けている。

中石和良氏
一般社団法人サーキュラーエコノミー・ジャパン代表理事。松下電器産業

（現パナソニック）、富士通・富士電機ジョイントベンチャー企業で経理財
務・経営企画部業務に携わった後、ITベンチャーやサービス事業会社など
を経て、2013年にBIO HOTELS JAPAN（一般社団法人日本ビオホテル
協会）および株式会社ビオロジックフィロソフィを設立。2018年、一般社
団法人サーキュラーエコノミー・ジャパンを創設
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進法に基づいたものです。これまでの直線
型の大量生産・大量廃棄の経済システムは
そのままに、そこで排出される廃棄物や汚染
をできる限り少なくするという考え方です。
そして、日本企業の多くは、サーキュラーエ
コノミーはこの3Rをさらに拡大するものと
捉えています。しかし、3R（リサイクリング）
エコノミーとサーキュラーエコノミーでは、
システムが根本的に違います。廃棄物・汚
染・無駄や社会問題を生み出さない経済の
仕組みを設計し運用することが、サーキュ
ラーエコノミーの目指すところです。
　ただし、細かいことにとらわれる必要はな
く、3Rも含めて地球規模の様々な課題解決
につながる事業・ 経済活動はすべてサー
キュラーエコノミーだと言ってもいいでしょ
う。いろいろな定義があっていいのです。
泉：それでは中石さんは、サーキュラーエコ
ノミーをどう定義していらっしゃいますか。
中石：私の定義は「人類が永続的に繁栄し、
次世代のウェルビーイング、つまり人々の社
会的・身体的な幸せと健康を実現する経済社
会変革の枠組み」です。資源の循環も、ゴミ
の循環もその一部です。これは正解、これは
間違いということではないと思います。
　経済社会活動のすべてにおいて、廃棄物・
汚染や社会問題を生み出さないということ
は不可能です。一方通行的なリニアエコノ
ミー、廃棄を減らすリサイクルエコノミー、
そして循環するサーキュラーエコノミーと
いう3 つの経済システムは併存するもので
す。ただし、併存しながらも3つの経済のバ
ランスは変わっていきます。人類のウェル
ビーイングを実現する手段がSDGs、カーボ
ンニュートラル *5、資源効率性であり、さら
にサーキュラーエコノミーはこれらを実現
する手段です。多くの企業のサステナビリ

ティ戦略や中期経営計画などを見ていると、
今は SDGs やカーボンニュートラルが目的
になっているように見えます。本質的な目的
はウェルビーイングであり、サーキュラーエ
コノミーはその手段で、現時点では他の選択
肢が見当たらないという考え方が必要です。

データをつなぐことで	
循環を生み出す

飯沼：お客さまでも多くの企業がESG指標
に向かって動き出していますが、何をしてい
いかわからず困っていることも少なくありま
せん。例えば、建設業界のお客さまからお聞
きした話ですが、産業廃棄物のライフサイク
ルアセスメント（LCA）*6 を実施しようとし
ても、産廃事業者（協力企業）が現場単位で
処理をしており、詳細がわからないことがあ
るようです。これは、実働する協力企業と
データ連携ができていないからですね。欧
米はサプライチェーン *7 が短く、全てが可視
化されているように感じます。日本は部分最
適化が進みすぎて、全体を見たくても方法
がないのではないかという危惧があります。
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廃棄物

消費

廃棄物

消費

リニアエコノミー リサイクルエコノミー サーキュラーエコノミー

生産 生産

生産

リサイクルリサイクル

原料 原料

原料

消費

泉肇一
インテック 常務執行役員 産業事業本部長

オランダ政府「From a linear to a circular 
economy（Copyright ©Dutch Ministry 
o f I n f r a s t r u c t u r e a n d W a t e r 
Management）」を基に作成

消費した後は廃棄物にしてしまうリ
ニアエコノミーから、一部を再利用
するリサイクルエコノミー、そして
すべてを循環させるサーキュラーエ
コノミーへの移行が求められている

＊6　ライフサイクルアセスメント
（LCA）
製品の原料調達（資源採取も含む
場合もある）から製造、流通、使用、
リサイクル・廃棄に至る一連の過程
による環境影響を定量的に評価す
ること。

＊5　カーボンニュートラル
CO2をはじめとする温室効果ガスに
ついて、人間活動による排出量と、
森林管理などによる吸収量を差し引
きゼロにすること。

＊7　サプライチェーン
製品について、原材料や部品の調
達から生産、物流、販売、消費まで
の一連の流れ。

04 05



中石：それは困った問題ですね。サーキュ
ラーエコノミーを実現するには、ライフサイ
クルのすべてが透明化されて、データ化さ
れている必要があります。生産者のデータだ
けでなく、資源採掘から使用、廃棄、そして
産業廃棄物を回収して再利用していく部分
もデータ化し、それらが連携していくことが
求められるでしょう。
泉：これまで個々の会社がやっていたデー
タの可視化や最適利用を、サプライチェー
ン全体でつないでいきましょうという考え
方ですね。様々なところで発生しているデー
タを収集して、全体として何ができるかを考
えることが必要になっていると思います。
飯沼：インテックは30年以上にわたり、さ
まざまな業界に対して、受発注を司る業界
VAN*8 を提供してきました。今の日本のサプ
ライチェーンは業界ごとに最適化され、業務
の効率化（DX）も進みつつあります。しかし、
社会が抱える少子高齢化や地方の衰退、環
境問題などに取り組むには力不足の感が否

めません。そこでインテックでは、業界ごと
のサプライチェーンを「つなぐ」ことができ
る基盤を構築しようと考えています。1つの
方法として API 基盤 *9 を活用した APIエコ
ノミー *10 の構築が考えられます。こうした
基盤により、サーキュラーエコノミーへの取
り組みを推進できるのではないでしょうか。
中石：産業や業界の枠内に留まらず、人や
製品、サービスがすべてつながり、そのデー
タを全体でどう有効に活用するかという視
点は重要だと思います。うまくデータを最適
化するプラットフォームとして、APIエコノ
ミーの構築は重要なポイントになるでしょう。

収益と循環型経済を	
両立させるには

飯沼：企業がサーキュラーエコノミーに取
り組んでいる事例はありますか。
中石：たとえば糖尿病治療薬を製造するノ
ボ ノルディスクは、サーキュラーエコノミー
を事業の中核に据え、サプライチェーン全
体での資源利用最適化、カーボンニュートラ
ル実現などに取り組んでいます。興味深い
のは、研究の結果、2型糖尿病への罹患と気
候変動に、同様の生活習慣があると明らか
にしたことです。肥満が最大の原因である2
型糖尿病を引き起こすライフスタイルは、運
動せずに自動車を多用してCO2 を排出する
ライフスタイルと重なるというのです。そこ
で人々の健康的な生活を実現することで、
糖尿病罹患率を減らすと同時に気候変動を

＊9　API基盤
APIを公開するための各種機能を
提供するサービス基盤。APIの公開
によって、企業の枠を越えてシステム
間の接続・連携が可能になる。

＊10　APIエコノミー
API公開によって他社のサービスも
活用して広がっていく経済圏。API
を介して複数の企業、複数のシステ
ムがつながることで、新たなサービ
スの開発が容易になる。

＊8　業界VAN
同一業界の複数のメーカー、卸、販
売会社が通信ネットワークを介して
統一的な方法で受発注データをや
りとりする仕組み。現在はこのような
仕組みはEDI（Electronic Data 
Interchange：電子データ交換）と
呼ばれることが多い。業界 VANが
できるまでは、取引相手ごとに通信
端末や通信ネットワークを用意した
り、受発注方法を変える必要があっ
た。インテックは、1985 年にメー
カーとともに日用品雑貨業界 VAN

「プラネット」を設立し、翌年には同
様に酒類食品業界VAN「ファイネッ
ト」を設立している。

飯沼正満
インテック 常務執行役員 情報流通基盤サービス事業本部長
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インテックの考える農業・食品分野に
おけるサーキュラーエコノミーのモデ
ル。従来は廃棄されていた農産物資源

（加工残さ、規格外品等）に関する情報
を蓄積して見える化し、追跡・管理す
ることによるトレーサビリティの確立
と、再生利用の効率化を支援するプ
ラットフォームにより、農業・食品分
野におけるサーキュラーエコノミーへ
の移行を促進する



抑制することが、同社の取り組みに加えられ
ているのです。
飯沼：欧州の企業は日本とは発想が違うこ
とを感じさせられます。自分たちの生活を良
くするウェルビーイングを起点にして、環境
対応もサーキュラーエコノミーも実現しよ
うとしているのですね。
中石：そのとおりです。カーボンニュートラ
ルに関しても、その目的はEU市民の健康と
幸福と明言しているので、市民の賛同や協
力を得られやすいですね。それを経済成長
戦略と言われても賛同しにくいでしょう。
飯沼：市民の幸せのための取り組みという
意味では、インテックも慶應義塾大学 SFC
研究所と連携協定を結び、最先端のICT 活
用で地域の課題解決を図るため、「地域ICT
プラットフォーム・ラボラトリ*11」を開設し
ています。そこでは、地域と大学とインテッ
クが手を組んで、住民の幸せに貢献する取
り組みをしようとしています。サーキュラー
エコノミーの目指すところも、こうした方向
の先にありそうです。地域で生まれた方法を
全国にも広げていければいいですね。ICTシ
ステムは全国で共通に利用できますから。
中石：そうした取り組みは素晴らしいです
ね。課題は、グローバルに広がったサプライ
チェーンをいかに短くできるかですね。日本
はサプライチェーンが複雑すぎて、さらにマ
スターが分散していて、データの連携がで
きないのです。EUはほぼ5億人、中国は14
億人、アメリカも3.3億人の人口があります
が、日本は1.2 億人で、やがて1億も切って
しまいます。自国のマーケットが小さいのだ
から、マスターは1つに決めて回していくこ
とが必要です。
飯沼：インテックはITで解決できる部分で
取り組みを進めています。私は食品のトレー
サビリティに関わっており、3年ほど前から
フードロス問題にも取り組んでいます。ある
農業法人と一緒に、規格外の農作物を加工
食品にしたり、廃棄物を回収・加工して堆肥
や畜産用飼料にしたり、バイオマスエネル
ギーとして利用するなど、農産物循環の仮
説検証を続け、勉強しながら農産物資源循
環プラットフォームの構築を目指している
ところです。また、化学品業界のお客さまは
使用済みプラスチックを回収してリサイク

ルしていますが、どのような方法で回収・分
別するのが効率的か、その後リサイクルした
ものをどのように利用してもらえる価格で
提供するかと、課題は多くあります。APIエ
コノミーのユースケースには、これらの課題
解決に向けた取り組みが考えられますが、サ
プライチェーンを全部つながないと見えて
こない部分があります。
泉：データはこれまで企業内で蓄積し、活
用することが主でしたが、データを介して多
様な企業がつながることで、今まで気付か
なかった「価値」が生まれます。インテックは

「つなぐ」ことで生まれる「価値」を、お客さ
まとともに創造していきたいと考えています。
中石：データを使う目的を明確にして、お客
さまの課題を提起することが大事ですね。も
のづくりをする企業は、リニアエコノミーか
らサーキュラーエコノミーに変えただけでは
収益の拡大も成長もできません。収益を得る
ための新しいサービスの提案を、インテック
と企業で一緒に考えていくことがサーキュ
ラーエコノミーを成立させる鍵ではないで
しょうか。
飯沼：インテックはITの専門家としてデー
タを「つなぐ」力を提供し、お客さまにはユー
スケースを提供していただく。そこにサー
キュラーエコノミーが形成されていく、そう
した取り組みを始めていきたいですね。
泉：企業の枠を超えて、社会経済がサーキュ
ラーエコノミーに取り組み、ウェルビーイン
グを目指すこれからの時代に、インテックは
その一翼を担う企業でありたいですね。
中石：インテックの「つなぐ力」に本当に期
待しています。
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＊11　地域ICTプラットフォーム・
ラボラトリ
インテックと慶應義塾大学SFC研
究所が2020年に設立。地域にお
ける産業にまたがるデータの利活用、
ローカル5G等ワイヤレスの実運用
性、遠隔授業や地域の教育課題の
解決を研究開発テーマに挙げている。
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